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書評
荻野和則著「国際間資本移動と貿易政策論」
田 正 雄
1 .序
「ク。ローパリゼーションJという言葉が広く使われるようになっている。ジャーナリズムが日常
会話的に使うのは許されるかもしれないが、研究者の書く論文や大学の講義の際には議論に先立つ
て明確な定義を与える必要であるo本山美彦編 (2001)などの研究はあるが、残念ながら経済学の
分野では、「グローパリゼーションJについて合意を得た定義はまだ確立していない。しかし生産要
素の国際移動がその牽引役を演じていることは間違いないであろう。ここでは「生産要素(資本、
労働、および技術)の国際移動の拡大による生産活動の世界的規模での拡大Jであると定義してお
しそれは直接投資の拡大や生産プロセスの分割化 (fragmentation)として具体化している。この
ような世界経済の動きを契機に、「生産要素の国際移動の理論Jが再び関心を集めることになり、1990
年代に入って国際経済学の新しい重要な研究課題となってきている。生産要素の国際移動を陽表的
に取り入れた貿易モデルを構築し、財の貿易と要素の移動が同時に拡大している現実を説明する必
要があるのであるが、すでにそのような方向に向けた研究が進められており、本書を含む下記の「生
産要素移動と国際貿易J最近の文献にあるような、幾つかの優れた論文や研究書として結実してい
る。
本書はこのような優れた研究書の中の 1つである。本書の著者荻野和則氏は、 1970年代から80年
代にかけて国際経済学の研究で世界的な業績を挙げ、 20人にのぼる多くの優秀な弟子を育てられた
(故)上河泰男教授の門下生である。上河泰男教授は国際経済学の研究で世界的な業績を挙げられ
たが、弟子の指導でも厳しかったことであまりにも有名である。本書はその厳しい指導に耐えぬい
て学位を取得された新進気鋭の荻野和則氏が、これまでJournal01 lnternational Economics， The 
Economic Studies Quarterlyなどの専門の学術雑誌に発表されてきた論文をベースにまとめた国際
資本移動と貿易政策の理論の研究書である。この分野におけるこれまでの研究成果を概観すると共
に、いくつかの方向に発展させたたもので、国際資本移動と貿易政策の理論を前進させる上で大き
な貢献を果たしている。生産要素の国際移動が財の貿易を上回るほど重要性を増している世界経済
の現実と貿易政策を解明する上で、多くの示唆を与えてくれる。
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2 .紹介と貢献
要素移動がある場合には要素移動がない場合に得られた国際貿易論の基本的な定理はどのような
修正を受けるのであろうか、生産要素の移動は当事国の経済厚生にいかなる影響を与えるのか、ま
た要素移動に対する課税・補助金政策は経済厚生にどのような効果をもたらすのであろうか。さら
に財の貿易は生産要素の国際移動にどのような効果を与えるのであろうか。本書は国際要素移動と
貿易政策に関するこのような問題に真正面から取り組み、幾つかの新しい成果を付け加えた注目す
べき研究書である。また「環境と貿易」や「年金と資本移動Jといった新しい問題についても幾つ
かの示唆を与えてくれる。
本書は序章を除くと 3つの Partに分かれる。 Part1は「国際要素移動と貿易論J、Part1は「関
税と輸入割当の同等性J、PartIは「公共政策Jである。しかし評者の関心と能力の制約から、 Part
Iと1について検討する。
Part 1は「国際間要素移動と貿易論Jというタイトルの下で2つの章が含まれる。
第l章「要素移動と貿易Jでは、本書全体にわたって使われる DualApproachの解説と、要素移
動がある場合に標準的な貿易理論が如何に修正されるかを示す。また要素コンテンツ・アプローチ
と資本移動の関係も検討する。さらに以下の諸章のサマリーともなっている。まずコスト関数、支
出関数、間接効用関数、 GDP関数とその性質の紹介を行う o費用関数の一次同次性から完全競争と
完全雇用条件を導き、それを用いて 2x 2モデルにおけるストルパー・サムエルソン定理とリプチ
ンスキー定理を導く。また 2x 3の特殊要素モデルにおける財価格と要素価格の関係や、一般要素
が増加した場合の生産量に与える効果を分析する。さらに支出関数と GDP関数を用いて、関税、輸
入割当、および輸出自主規制などの貿易政策が経済厚生に与える効果を示す。 Harris-Todaro 
Modelや後の章で使われる規模に関する収穫逓増を導入した特殊要素モデルが示される。
この章の中心は、1.3節の「資本移動と国際貿易の基本定理Jにある。まず資本移動を含む形にコ
スト関数と GNP関数を修正する。そして 3財3要素モデルでストルパー・サムエルソン定理、リプ
チンスキー定理などが成立するかどうかを検討する。また国際間を移動する要素(資本)価格の変
化が移動しない要素(土地)価格にいかに影響するか、また移動しない要素(土地)の供給量の増
加が移動する要素(資本)の需要に与える効果を分析するo この分析は更にn要素m財モデルに一
般化され、資本移動の効果の分析に用いられる。1.4節では「要素移動と貿易の代替と補完関係Jを
扱う o 一般的に代替と補完には2つの意味がある。 1つは一方が他方に完全に取って代わる場合で
あり、いま 1つは一方の増加が他方を増やすか減らすかである。 Mundell(1957)が示しているよう
に、通常の 2x 2の小国モデルでは要素貿易と財貿易は完全に代替的であるo しかし Markusen
(1983)が示しているように、例えば生産技術の違いや生産への課税があれば、貿易と要素移動は
補完的になる。現実には財の貿易も要素移動も増加しているので補完的であるが、この点で要素移
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動が貿易量に与えるインパクトについて実証研究を行った Wong(1988)は重要である。
周知のように、自国に外国の資本や労働者が存在する場合の厚生効果が、 Brecher-Bhagwati 
(1981)などで取り上げられている。この点で本書の貢献として興味深い点は、対外債務を多く抱
えた途上国などの場合、仮に交易条件が有利化しても経済厚生が必ずしも改善しないことを示して
いることである。また財の貿易を財に体化した要素貿易の側面から考える要素コンテンツア・プロ
ーチがあるが、これから「資本豊富国は貿易財に体化した資本サービスを輸出するjという H-Q定
理の要素コンテンツ・パージョンを得ことができる。これを多数要素が存在する場合に拡張するこ
とによって、 3財3要素の場合には Leontief ParadoxがParadoxではなくなることを示した
Leamer (1980)の結論を確認している。この点も本書の貢献である。
第2章「国際間要素移動の利益と資本市場の統合度Jでは、さまざまなモデルの下で資本移動の
厚生効果や要素移動政策の効果を分析する。幾つかの興味深い結果が示されているが、特に貿易財
と非貿易財部門からなるモデルでの資本流入は経済厚生を高めることが示されることは重要であ
るo ところで資本市場の統合化はどの程度進んでいるのであろうか。この点で資本移動性の程度に
関する実証研究である Feldstein-Horioka (1980)が取り上げられている。一般に資本移動が自由に
行われれば、一国の貯蓄と投資は一致しなくなるはずであるo Feldstein-Horioka (1980)は両者の
関係を推計した結果、両者の聞に密接な関係があることを示した。これは資本の移動性が必ずしも
高くないこと、従って資本市場の統合が進んでいないということを意味する。ただこの研究以降、
生産要素の国際移動性は格段に高まっており、資本市場の統合化が世界的に進んでいることは間違
いない。改めて実証研究をする必要があると思う o
Part 1 は「関税と輸入割当の同等性jというタイトルの下で3つの章が含まれる。
第3章「関税・輸入割当と資本移動」は、 Bhagwatiの同等性命題から始まる。周知のように
Bhagwati (1965)以降、関税と輸入割当の同等性命題は多くの関心を集めてきたが、資本移動があ
る場合における同等性を扱った研究は少ない。本書の大きな貢献は、資本移動がある場合の同等性
について分析している点である。その結果、外国資本が存在する場合にも両政策の同等性が存在す
ること、しかし資本移動が自由な場合の経済厚生については同等性は成立せず、輸入割当の方が厚
生が高いことを示している。さらに保護が行われている場合の外生的な資本移動が貿易量や経済厚
生に与える影響について、小国の2財3要素の特殊要素モデルおよび2財2要素モデルで明解な解
答を与えている。また関税と輸入割当では資本流入による調整プロセスに違いがあることを示して
いる点も重要である。
第4章 「失業と資本流入J 最近ではわが国を含む先進国でも失業率が拡大しているが、途上
国の失業率ははるかに高く、然も外資導入が重要な政策手段となっている。従って失業下の資本流
入の効果は政策的に重要であるo この章では失業と保護貿易の下での資本移動の厚生効果を分析す
るo 使うモデルは小国2財3要素モデルである。まず
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1 )関税による保護の場合に資本流入が厚生に与える効果は
du/ dK = bp*y[Or.! fh-t/p*]/ρ (1) 
で与えられる。ここで括弧以外はプラスであるので
du/dK二三O件。r.!fh注t/ρ・
である。ただし uは自国の厚生水準、 K は資本受け入れ量、 tは関税率、 ρは自国の輸出財の輸入
財に対する価格比率、*は世界(外国)を表す。従って、労働分配率 (OL)の資本分配率 (OK)に
対する比率がこの国の輸出財の世界価格に対する関税率より高ければ、資本流入は厚生を高めるこ
とになる。次に
2 )輸入割当による保護の場合に資本流入が厚生に与える効果は
du/ dK = w [L;ゅdρ/dK + l/k] -y，J(~ρ/dK (2) 
で与えられる。ここでLλ:p>O、dp/dKくO、l/k>O、η>0である。従って、第1項の括弧がプラス
であれば資本流入は必ず厚生を高める。著者は行っていないが興味深いことは、(1)と(2)の差をとる
ことである。それによっていずれが経済厚生を高めるのにより有効かを知ることができるであろう o
第5章 「収穫逓増と資本移動J ここでは小国2財3要素の特殊要素モデルに収穫逓増を導入
する。そして規模に関して収穫逓増財X(輸入財)と収穫一定財 y(輸出財)の2部門があり、政
策手段が関税と輸入割当政策であるとき、 X財と Y財への資本流入が経済厚生にどのような影響
を与えるかを分析する。関税がある場合の X財への資本流入の厚生効果は
du/dK>O特 β>ρ/P*
である。ただしβ>1で、収穫逓増の程度を表す。またρ，p吋まX財の自国価格と世界価格である。
従って、もし βがρ/P*よりも大きければ、資本流入は厚生を高めることになるoつまり収穫逓増部
門への資本導入は自国の厚生を高めるのである。他方 Y財への資本導入は厚生を低下させること
が示される。これはどのような産業に資本を導入すべきかを決めるに当たって重要な示唆を与える
であろう。
3 .評価と課題
本書は資本移動下の貿易政策に関するオリジナリテイ豊かな優れた研究書であり、長く命脈を保
つに違いない。この分野の研究書としては、すでにWong(1995)の大著があるが、 Wongの書物が
資本以外の生産要素である労働や技術の国際移動、および直接投資も扱っているのに対して、本書
は資本の移動に限定した分析を行っている。その点で引き締まった書物である。
ところで本書では貿易政策として関税と輸入割当が考えられている。しかし輸入関税も輸入割当
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も政策手段としての重要性は低下してきており、代わりに VER(輸出自主規制)やVIE(輸入自主
拡大)、アンチダンピング関税などが一般化してきている。これらに共通するキーワードは交渉と合
意である。ゲーム論による貿易政策の再構築が必要とされる。また資本移動も単なる資本の移動で
はなく、技術が体化した、あるいはまた skilledlaborと一体化した資本移動が一般化してきている。
本書を一読して、このような2つの新しい側面を同時に組み入れた資本移動と貿易政策の展開に向
げた研究の必要性を痛感した。
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